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アトラスコプコ マイニング アンド ロック エクスカベーション サービス
社長
マルック・テレスヴァサラ

「必要は発明の母」という名言がありますが、厳しい時代にある鉱山業界の状況をまさに表して
いると言えましょう。世界各国で物価の低水準が続く中、ビジネスのすべての分野において、い
かに効率を向上させるか、そして費用対効果を高めるかが問われ続けています。

どちらも簡単に実現することではありません。企業は生産性の向上を常に求められていま
すが、同時に安全性と環境適合性を満たすことへの期待もかつてないほどに高まってい
ます。アトラスコプコは全力を尽くし、自動化を進め、遠隔操作と低ランニングコストを実
現する技術革新を提供してまいりました。さらには、お客様がデジタル技術を活用し、生
産性を上げ、ビジネスの費用対効果を高めるためのサポートをするという大きな役割も果
たしてきております。

この取り組みが形になった好例は、ドイツで開催されたBAUMA2016で発表された
CERTIQ(セルティク)リモートモニタリングシステムでありましょう。経営陣とオーナーは、テ
レマティクス（車輌などの移動体に通信システムを組み合わせて、リアルタイムに情報サービ
スを提供すること）システムのCertiqから送られてくる情報により、地上および地下でのリグの
稼働状況と状態を常に把握することができます。データは意思決定に活かされ、経営資源をよ
り有効に使用し、先手を打ったサービスメンテナンスをおこなえることから、所有コス
トのみでなく、ダウンタイムを削減することも可能になります。 

Certiqはアトラスコプコが推進している「カスタマーコネクティビティ」(顧客
が必要なリグデータに必要なときに接続できること)の第一歩に過ぎませ
ん。次のステップにはRIGSCANがあり、リグの状態をチェックし、問題なく
稼働し続けるために必要なサービスとパーツを定期的に調べ、デジタル表
示していきます。技術データやスペアパーツリスト、さらにはオンライン発
注、RIGSCANの定期的点検結果に基づいた部品の購入履歴などの総
合的サービスをクラウドベースのプラットフォーム（コンピュータが作動す
る環境）で提供することが現在目標としている最終ステップですが、構
想はどんどん進化しています。

デジタル化社会はどうなっていくのかを予測することは誰もできません
が、この現代テクノロジーの豊かな可能性を無視することはあまりに無
謀であり、また、いち早く利用した者がより多くを享受できるとは誰しも
が気づいていることであります。これゆえに、このテクノロジーを取れ入
れるよう、お客様を始め全ての人に薦めています。こんにちの難しい状
況を乗り越え、サステイナブルな生産性という共通のゴールを達成する
ためにすべきことはデジタル化であると言えるかもしれません。

編集室より

デジタル化が
効率向上の鍵を握る
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早朝 5 時、フランスプロヴァンスにて。リグ
オペレーターのガブリエル・ゴンザレスさ

んは既にベッドを出て作業着のオーバーオー
ルに着替え中です。地元の採石場に車を走
らせ、アトラスコプコSmartROC C50ドリルリ
グのエンジンを始動させます。時刻は 6 時に
なりました。

その頃リグオーナーのベンジャミン・デュバー
ルさんは、地球上のどこか時差のあるはるか
遠くに居るかもしれません。それでもクリック一
つで現場に繋がっています。 

デュバールさんがプラントディレクターを務
めるロワー南ヨーロッパ社は世界的な施工業
者で、プロヴァンス石灰岩採石場の操業もお
こなっています。世界のどんなに離れた場所
で仕事をしていても、責任者のデュバールさ
んは現場での全てを把握していなくてはなり

ません。
リグの位置、燃料の状態、エンジンや油

圧作動、急を要する警告が出ていないかな
ど、全てはデュバールさんにとって必要な情
報です。

そればかりではありません。どれくらいの深
度の孔が何箇所に掘削されたのかを知ること
により、最適なタイミングで発破作業を進める
こともできます。

これら全ての情報はインターネットにアクセ
スすることにより、簡単に入手可能です。21
世紀型のよりコントロールしやすい掘削管理
です。

リアルタイムの情報
アトラスコプコの新しいテレマティクスシス

テム（＊脚注参照）であるCertiqは、365日24

時間絶え間なく世界のどこへでもリアルタイム
で情報を送信し、例えばデュバールさんのよう
なリグオーナーはいつでも作業の全ての内容
を受け取ることができます。現在ヨーロッパの
多くの企業で採用されており、ロワー社もその
一例です。

Certiqは、機器に不可欠な情報を収集
し、比較し、ウェブサイトを経由してユーザー
と通信します。それぞれのリグに関する情報
は表、グラフやチャートなどの形をとり提供さ
れます。 

明かりと坑内用の大多数の土木鉱山機器
において、アトラスコプコは今後もさらにCertiq
システムの導入を推し進めていきます。

Certiqシステムがもたらす利点は非常に
明快です。例えば、リアルタイムで準備が進め
られるため、メンテナンスは先を見越し状況を

Certiqは一歩先を行くリグ管理をもたらします
アトラスコプコの新しいリグモニターシステムのCertiqは、リグオーナーにリグの状態を絶え間なく伝え、

先行メンテナンスと低コスト経営への道をつくります。南フランスのプロヴァンス石灰岩採石場を経営
しているロワー社で、まさに起こっていることです。

クリックするだけで

いつでもどこからでも掌
握可能：Certiqにより、リグ
オーナーも経営陣もリグ稼
働状態を把握でき、先手を
打ったサービスメンテナン
スをおこなえることからコス
ト削減も可能になります。
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クリックするだけで
複数のリグから集まってくる情報は、専用
のwebサイトを通してユーザーと直接交
信します。Windowsタブレットなどのモ
バイル端末からのアクセスも可能です。
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コントロールするものになります。これによりダウ
ンタイムは減少し、一日のうち最も都合の良い
時間帯にメンテナンス作業をすることもできま
す。システム内に蓄積されている過去のデー
タやアラート機能を使用することにより、トラブ
ルシューティングも離れた所からおこなうこと

ができます。追加のオペレータートレーニング
の必要性など改良すべき項目を、ロワー社の
様なリグのオーナー企業が見極める手助けと
なります。

2つのバージョン
現在Certiqは、ベーシックとプロフェッショナ

ルの2種類のバージョンがあります。ベーシック
バージョンは、位置情報、掘削時間、エンジン
稼働時間、数々の警告を提供しています。プ
ロフェッショナルバージョンではさらに、データ
のコンピューター処理加工、警告テキストメッ
セージの送信、エクセルレポートを作成しリグ
オーナーへe-メールすることなどができます。 

リグの位置や現場情報のみでなく、掘削時
間の総合計、1時間または1日あたりの掘削距
離、燃料消費量などを盛り込んでカスタマイ
ズ可能なデスクトップ画面も、プロフェッショナ
ル版では提供可能です。Certiqシステムは明
かり用掘削リグの実際の位置と地下鉱山の
位置情報も表示します。

いち早い導入
SmartROC C50明かり用ドリルリグにはい

ち早くCertiqシステムが採用され、ロワー社
には2015年に納入されました。Certiqのテス
トを担当した、採石場マネージャーのジョエ
ル・マルチネスさんが選んだバージョンはプロ
フェッショナル版でした。

ロワー社はプロヴァンス石灰岩採石場に
加え、フランスにある他の2つの現場でも同じ
SmartROC C50を使用しており、年間稼働
時間はおよそ1000時間に達しています。

ロックドリルリグとメンテナンスに関するアトラ
スコプコのサービス契約が、全ての作業に適
用されています。アトラスコプコの技術者もま
た、250時間の間隔でサービスをおこなってい
ます。

Certiｑシステムにより収集提供されたデー
タは中心となる情報として活用され、効率が
良く、タイムリーなパーツとメンテナンスの供給
に役立っています。 

デュバールさんは、「プロヴァンスでの作業
に最適なリグを選ぶという、自分の責任を十

安心をもたらす：プロヴァンス石灰岩採石場で稼働するSmartROC 
C50はCeriqシステムを搭載し、データを絶え間なく収集していま
す。リグを所有しているロワー社は、このシステムを使用しサービス
メンテナンス計画を向上させています。左から：オペレーター　ガブ
リエル・ゴンザレスさん、プラントディレクター　ベンジャミン・デュ
バールさん、アトラスコプコ  マチュー・パスクッソ。

グローバル企業、ロワー社
ロワー社は1889年ベルギーで創立された

同族会社で、現在はヨーロッパの26か国、南北
アメリカ、そして東南アジアと、世界各国で100
以上の砕石現場で操業をしています。

プロヴァンス石灰岩採石場では年間80万ト
ンの石灰岩を様々な形状に生産しており、他の
現場同様、ここでも岩石の採掘から焼成まで全
ての工程において高度な機械化とオートメーシ
ョンが取り入れられています。

製品の大多数を製紙業界用に輸出していま
すが、一部は地元の様々な産業だけでなくプロ
ヴァンス地方の製鋼用にも使用されています。
ロワー社は環境への配慮も常に忘れず、この姿
勢は機器を選ぶ時にも一貫しています。
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分に自覚していました。1台のリグを3か所の
現場で使用するので、ダウンタイムはあっては
ならないことでした」

これは、それまで使用していたリグや管理
方法、サプライヤーも全て変えるという思い
切った決断をするということも意味していまし
た。ロワー社は様 な々メーカーのドリルリグを試
し、その後COPRODを搭載したSmartROC 
C50に行き着きました。 
「いつでもどこにいても、Certiqのおかげで

誰でも技術的なサポートデータを入手するこ
とができます」とデュバールさんは指摘します。

「非常に重要な改良点に発展していくと思い
ます。ここではCertiqをまだ数か月間しか使っ
ていませんが、それでも数多くの利点を持って
いるとわかります。いつでも思い立った時にリ
グの状態をチェックできるのは本当に助かって
いますが、さらに重要なのは先行したサービス
メンテナンスをおこなえることで、これによりコス
トの削減ができると皆感じています」

Certiqシステムに加えて、SmartROC C50
の燃料消費量が低いことにも感激していると
デュバールさんは言います。以前の45–50リッ
ター/ｈから現在は僅か20 リッター/ｈにまで下

がりました。さらには掘削効率も、状態の良い
岩盤では50％、平均すると30％向上したとのこ
とです。 

アトラスコプコ・フランス  プロダクトマネー
ジャーのマチュー・パスクッソは「ビッグデータ
と呼ばれるほど大容量かつ多様なデータの
時代にあり、Certiqは非常に有益なリグ管理
ツールになっていくだろうと確信しています。さ
らにはCertiqのテクノロジー、トップクラスのド
リルリグ、消耗品やサービスを一つのサプライ
ヤーが提供することを組み合わせ、ロワー社
のようなリグオーナーに多くの利点をもたらすこ
とができると考えています」 

称賛に価するCOPROD
SmartROC C50が採用しているCOPROD

ドリルシステムは、DTH(ダウンザホール)掘
削方式と同等の孔の質を保ちながら、より早
く、少ない燃料消費量で掘削していきます。
SmartROC C50は115㎜径のセコロックビット
を装着したCOP 3060ハンマーを搭載してい
ます。COPROD ロッドは3.6m長で、孔径は

Certiqをまだ数か月間しか　　
使っていませんが、それでも　

数多くの利点を持っているとわかります。 

ロワー南ヨーロッパ プラントディレクター ベンジャミン・デュバールさん
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102㎜、カルーセルには8本のロッドを収納、1
本はリグ本体に装備されており、通称“8+1構
造”と呼ばれています。

プロヴァンス石灰岩採石場では15m高の
ベンチで、垂直位置から7度の角度で掘削し
ています。サブドリル50㎝を含んだ孔の深さは
１7mです。掘削パターンは通常4.0m×4.5m 
で、週に1～2回の頻度で15～20孔を発破し
ていきます。以前のDTHリグが1孔あたりにか
かる時間は25分でしたが、SmartROC C50
は18分間で掘削し終えます。

リグの移行
ロワー社がSmartROC C50の導入を決め

たことにより最も大きな影響を受けたのはオペ
レーターのガブリエル・ゴンザレスさんですが、
近年DTHリグを主に操作していたにもかか
わらず、COPRODへの移行は全く問題がな
かったと言います。

ゴンザレスさんによると「自分のオペレー
ター歴では3番目のリグですが、このリグが一
番、必要なことをやってくれます。自動化モード
は本当に効率的で、最初のロッドに注意して
一番目の孔が上手くできたら、後は、手動でさ
く孔するよりずっと早く自動化モードがやって
くれます」

ゴンザレスさんは使用可能な9本のうち5本
のロッドを使い、18ｍ深さまでの孔を掘削して
います。「以前はDTH方式で5ｍ長のロッドを
使っていたので、1孔に必要なロッドは4本でし
たが」と言葉を続けます。「現在の速い掘削ス
ピードとロッド交換機能は、これを補っても余り
あるほどです。4,000ｍ掘ったところでビットを
交換していましたが、今は13,000mです。しか
もビットのライフはまだ残っています」	

＊脚注：
テレマティクスとは一般用語で、コンピューター、テ
レコミュニケーション（遠隔通信）、インフォマティク
ス(情報科学)、インターネットを組み合わせ、リアル
タイムな情報を目的地に無線で提供すること。	

スマートな性能のリグ
Certiq用の内蔵型ハードウェア、そしてさらにCOPRODシステムを搭載した

SmartROC C50を使い、ロワー社はプロヴァンス石灰岩採石場で精度の高い掘削
をおこなっています。

ドリルチューブ内側にインパクトロッドを配したCOPRODシステムにより、ドリルロ
ッドはDTH方式の真っ直ぐで正確なせん孔とトップハンマー方式のスピードを兼ね備
えています。ドリルロッドが回転力を送るのはドリルチューブが回転トルクを伝えてい
る時とフラッシングの時だけなので、ロッドのネジにかかるストレスは最小限に抑えら
れます。結果的に、ネジジョイント部分にかかる打撃力の法線応力が除去されます。 

プロヴァンス石灰岩採石場は毎日6時から13時半（昼食時間30分含む）で操業し
ています。リグに搭載されているコンプレッサーからは12bar、223 l/sのエアが吐
出され、90～140㎜径32m深さの孔を掘削していきます。COP 3060油圧ドリフタ
を装備し、COPROD  CR76、 CR89またはCR102ロッドが装着可能です。

防音型でエアコンが完備された人間工学を取り入れたキャビン、粉塵抑制装置、日
常メンテナンスが容易な一箇所に集中したサービスポイントもまたSmartROC C50
の特長です。

スムーズな移行：キャビンでSmartROCを操作するオペ
レーターのガブリエル・ゴンザレスさん
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>>>>> チリ特集 >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

 コデルコ社の選択
エルテニテンテ鉱山新鉱山水平坑プロジェクト現場での安全性への取り組み

世界最大の地下銅資源の一つである、コデルコ社のチリ　エルテニエンテ鉱山は、新鉱
山水平坑での操業開始を心待ちにしています。このプロジェクトにより鉱山寿命が50年
伸びるととともに、岩盤支保技術が昔の作業環境が改善されることに大きな期待を寄せ
ています。
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>>>>> 技術動向 >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

チリの首都サンティアゴから80㎞南、ア
ンデス山脈に位置するエルテニエンテ

鉱山では、21 世紀において鉱山寿命をさら
に伸ばすために大規模な拡張計画が進んで
います。

チリ国営銅公社コデルコが所有操業す
るこの巨大地下鉱山は、現在の鉱山から
350m下に眠る20 億トンの鉱石を目指し、さ
らに深化していく予定です。

新鉱山レベルプロジェクト（NML）と公称
されている拡張計画は、標高1800mの地点
にサブレベルケービング法を用い遂行される
予定です。

プロジェクトでは全長9km、直径8mの 2
本の平行トンネルが、22 箇所のアクセスを設
けて施工されます。そのうち 1 本は作業員
の入出用トンネル、もう1 本はベルトコンベア
用で、採掘した原鉱石を地上に搬出します。
新しいレベルでのトンネル延長は 98.5㎞、立

坑長は 3.5㎞に及びます。

安全性は至上命令
どんな場合でも安全性と労働環境は最優

先事項ですが、岩盤支保では特に大切なこ
とです。プロジェクトの初期の段階からコデル
コ社は、新しいレベルの現場ではさらに積極
的に岩盤環境を整えること、そのために新し
い岩盤支保のアプローチを取り入れると決め
ていました。 

それまでエルティテンテ鉱山では人力で
ボルト打設をおこなっており、アトラスコプコ
Boomerトンネルジャンボでボルト孔をさっ孔
し、バスケットから人力でボルトを挿入すると
いう人力打設を行っていました。

鉱山施工業者のサルファコープ社、ワイ
ヤーメッシュのサプライヤーであるジェオブ
ルッグ社、アトラスコプコが協力して、アトラス
コプコの最新型ボルト打設機Boltecを使用

テスト開始：エルテニテンテ鉱山でのBoltec MC

危険な場所から　　　　　　　　　　　　
人びとを開放するという目標が　　　　　

達成できました。 
サルファコープ社契約管理　フアン・パブロ・ルイスティグレさん

Boltec、アトラスコプコチームと共に：左からTMEリグ スーパーバイザー  アレックス・ラミレス、キーアカウントマネージャー  ロドリゴ・エスカニージャ、
プロダクトマネージャー クリスチャン・シフエンテス、ビジネスライン マネージャー　オマール・アジェル、上級技術者マルセロ・ゴドイ。

>>>>>チリ特集 >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
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した機械化施工を検証する計画が遂行され
ました。

アトラスコプコ チリのプロダクトマネー
ジャー クリスチャン・シフエンテスは言います。

「さく孔、ボルト挿入、グラウト注力とメッシュ
取付けを機械操作で一気に施工できるとは、
この重要で複雑な作業をおこなう作業員の
危険性を軽減できるということです。岩盤補
強に従事するオペレーターの安全面でも、生
産性でも、Boltecは優れた性能で新しいレベ
ル建設に必要とされる条件を満たしているこ
とを、いかに証明するかが課題でした」

換気用水平坑を建設中のサルファコープ
社は、機械式ボルト打設リグBoltec MC と 
Boltec ECを所有していますが、この性能を
検証するためにBoltec MCを使った３ヶ月間
のテストが開始されました。 

Boltec MCは１基のブームで掘削とボル
トの打設をおこないながら、さらにもう１基の
ブームで天盤部分、坑道壁面にワイヤーメッ
シュを施工し、全て完全に機械化された作

業がおこなわれていきました。
アトラスコプコは技術的なアドバイスおよび

Boltecオペレーターのトレーニングを提供し、
その後、その成果は直ぐに現れました。例え
ば、テスト開始時点で１時間に1.5本の割合
でボルトを打設していましたが、最終的には１
時間に4本打設できるまでになりました。さらに
は、事故や機械の不具合も全くありませんで
した。NMLプロジェクトチームは十分に納得
し、コデルコ社は新レベルの建設、さらには危
険性の高い場所においても、完全機械化の

岩盤支保をおこなうと発表するに至りました。 
サルファコープ社契約管理者のフアン・パ

ブロ・ルイスティグレさんは、こうコメントします。
「このプロジェクトで大切だったのは、作業の
ドラスティックな変更が必要な状況に対して、
パラダイムシフトを引き起こすことでした。この
点、今まで人力でおこなってきていたことを、
完全機械化に置き換えられたことは成功でし
た。さらに大きな成果はコデルコ社とサルファ
コープ社の協力体制です」

「良好なコミュニケーションは、このマルチタ

常に最善を尽くすべきだとわかっています。
そしてこれは、最善の装置を使用するという

ことを意味しています。 　　　　　　　　　
　
ズブリン社生産部門マネージャー　マニュエル・ゴンザレス・ヴェラスさん

安全性が確保されたBoltec MCのキャビンか
ら：オペレーターはディスプレイ画面を使い、
ボルトが岩盤に打設されていく状況をはっきり
と確認することができます。

>>>>>チリ特集 >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
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スク型のリグを作業に活かすことができた理
由の一つでした。作業員を危険なエリアから
解放できるという画期的なことを達成できた
のです」

クオリティ・オブ・ライフ（作業環境の向上）
鉱山内部で建設作業を進めている施工

業者のズブリン社も、現在ではBoltec MC
を使用した機械化ボルト打設チームの一員
です。ズブリン社とアトラスコプコは長期にわ
たり、世界各地でビジネス関係を築いてい
ます。ズブリン社生産部門マネージャーのマ
ニュエル・ゴンザレス・ヴェラスさんは「Boltec
は既に使用しているのでリグ自体は目新しい
ものではありませんが、新しいことは完全機
械化のコンセプトです」
「機械化施工を導入するというチャレンジ

が訪れ、みんなで一丸となり、掘削、グラウト材
の注入、メッシュの施工をおこなうチームが必

要になりました。全ての作業はBoltec MCで
できることなのです」 

「危険な環境の中でもオペレーターはエア
コン完備のキャビンに座りながら快適に作業
ができ、作業環境が向上しました」
「従業員がリスクにさらされる時間も短縮

しています。顧客のために最善を尽くすこと
は常におこなうべきことですが、このためには
マーケットで入手できる最高のリグを使用す
る必要があります。Boltec MCがあれば、１サ
イクルの時間を短縮させ生産性も向上し、顧
客に貢献できます」 

コデルコ社プロジェクトマネージャーのホル
ヘ・ペドラルスさんも、エルティテンテ鉱山の拡
張に対して同様な大きな望みを話してくれま
した。人員への起こりうる危険を強調し、「今
ある現場と違い新レベル鉱山には高い圧力
がかかってきます。深度が増すことが主な原
因です。完全機械化の岩盤補強という解決

策により、リスクの最も高いエリアに作業員が
いる時間を最小限に抑えることができます」

ペドラルスさんは完全機械化のボルト打設
は未来型の工法であると言葉を進めました。

「コデルコ社はこの革新的な工法が今後定
着していくと考えています。リスクを軽減させ
る最善の方法でもあり、近代的な装置と、環
境に合わせて特別にデザインされたキャビン
により作業スピードが最大限になるからで
す」　　　　　　　　 　　　　　　　

大事業
エルティテンテ鉱山の新鉱山レベルプロジェ

クトは総工費約34億米ドルと目され、既存の現
場での日々の作業には影響が出ない工事計画
がなされています。完全自動化の操業が予定さ
れており、採掘、処理、運搬の全工程は、現場か
ら50㎞離れた都市ランカグア近くに新設する
社屋からコントロールしていく計画です。

この解決策により、リスクの　　
最も高いエリアに作業員がいる

時間を最小限に抑えることができます。

コデルコ社プロジェクトマネージャー　ホルヘ・ペドラルスさん

>>>>> チリ特集  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

ボルト打設の準備完了：アトラスコプコのワーク
ショップから出てきたBoltec MC。エルティテンテ
鉱山へ輸送されていきます。
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ベンチ上の　　
安全性
ラドミロ トミック鉱山はリモートコントロールを導入

チリのコデルコ社は作業員の安全性を高め、鉱床の掘削におけるリスクコントロールをさらに強化する
ための新しい取り組みを次々と鉱山に導入しています。ラドミロトミック鉱山でもリモートコントロール
テクノロジーを導入しており、鉱山作業に革命が訪れるかもしれません。

危険な環境が引き起こす不測の事態から作業員を守る
ことは世界的な傾向になっていますが、コデルコ社の

ラドミロトミック鉱山はこのトレンドの最先端を行っています。
明かりの銅鉱山作業で常に作業員の身の安全確保に

取り組んでいる、RTとして知られている鉱山は、この度リ
モートコントロールのベンチ掘削機器を導入しました。

先頃、アトラスコプコSmartROC D65ダウンザホールド
リルリグ 5 台が BenchREMOTE と共に納入され、RT
はリモートコントロールによりベンチ作業をおこなう、ラテンア
メリカ初の鉱山となりました。

この決定はコデルコ社にとってもRT にとっても歴史的な
できごとであり、「より安全で生産性の高い作業をするため

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
に、新しいテクノロジーを導入する」というグループ企業
全体の戦略が、新たな形になって現れたものです。

アントファガスタから北東へ約250 ㎞、カラマから北へ
40㎞進んだ、アタカマ砂漠の標高3000 m に位置するラド
ミロトミック鉱山では年間 33 万トンの銅カソードを生産して
います。 

BenchREMOTE で最強になったリグの準備が整い、
RT では従来のベンチ作業を刷新するかどうかの評価を
現在おこなっています。

RT 業務安全保健マネージャーのクラウディア・ドミンゲ
スさんは、安全に対する意識を高めることに、鉱山はここ
数年来熱心に取り組んできていると指摘します。

>>>>> チリ特集  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

ラドミロトミック鉱山でリ
モートコントロール導入
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実行できます。これで安心できます」
リモートコントロール掘削は時流に沿ってい

るとも言います。「鉱山業界は変わりました。
低迷化する銅価格は新しいサイクルに入って
きていて、うちも困難を乗り越えて競争に負
けないよう、状況に素早く対応していく必要
があります 
「このリグは助けになってくれています。コ

ストパフォーマンスに優れていて、離れた場
所から3 台のリグを同時にコントロールできま
す。つまり、その分生産性が上がるというこ
とになります」

テスト実施中
現在鉱山ではテスト実施中で、システムを

検証しているところですが、期待に応えた結
果になるだろうと経営陣は確信しています。
結果が良い場合には、シフトの交代時や食
事休憩中にもSmartROC D65ドリルリグを
完全な自動化モードで稼働させ、生産性は
さらに上がることでしょう。

アトラスコプコROC L8クローラードリルも
含む、従来からのリグと比べて、より高い稼
働率になることも目指しています。

ラドミロトミック鉱山経営管理上級エンジニ
アのダニロ・ディアスさんはこう話します。「今

「突然の落石など避けようがない危険に
遭遇した場合には、適格な判断をし作業
を中断するよう、全従業員に徹底してい
ます」とドミンゲスさんは言い、「この点、
BenchREMOTE でリスクを完全に取り除く
ことができるので、事故を防ぐための最後の
壁を乗り越えることができます」
「チリでは非常に深刻な事故がこのところ

何件も起こっているので、アトラスコプコのこ
のテクノロジーはとてもありがたいです。作
業環境が向上するので、実務にかかわる従

業員に称賛されることでしょう」 
鉱山マネージャーのラウル・ガランさんも同

意し、従来のベンチ作業をSmartROC D65
を使用したリモートコントロールに切り替えて
いくことは戦略上でも理にかなっていると言
葉を添えてくれました。
「うちには、安全性、革新性、実績、業務

の 卓 越 性という4 本 の 柱 からなる計
画 があります 」とガランさんは説 明し、

「BenchREMOTEのテクノロジーは完全
にこれに沿っています。コンピューター化され
た、高い生産性をもたらすシステムで、オペ
レーターを高いレベルで保護するということも

時代の移り変わり：オペレーター
（ 右 ）は 離 れ た 安 全 な 場 所 か
ら機 能 を 全 てコントロ ー ルし 、
SmartROC D65ダウンザホール
ドリルリグ(左)は無人で掘削作業中

>>>>> チリ特集  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

 BenchREMOTEのおかげで、
事故を防ぐための最後の壁を　

乗り越えることができます。

RT業務安全保健マネージャー　クラウディア・ドミンゲスさん
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>>>>> チリ特集  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

あるROC L8と比較して、製品や装置や部
品の寿命が長くなり、実績も伸び、さらには
突発的なトラブルも減るだろうと予想していま
す。稼働率の上昇、年間メンテナンスコスト
の低下、オペレーターとメンテナンススタッフ
への継続したサポートとトレーニングも期待し
ています。

オペレーターがこ
の新しい技術を受
け入れ、ベンチの
ドリルパターンから
離れた場所にある
BenchREMOTE
の中で作業をする
ことに一日も早く慣
れていってくれるこ
とに鉱山では大き
な期待を寄せてい
ま す。SmartROC 

D65ドリルリグは現場の様々な場所で使用
されることになっています。オペレーターは
2 人ペアになって作業をする予定で、できる
限り多くのオペレーターが新しい技術を経験
し、作業やメンテナンス上の問題があれば、
それについての幅広いフィードバックを集め
ていきたいとディアスさんは考えています。

ラドミロトミック鉱山　　　
経営管理上級
エンジニア　
ダニロ・ディアスさん

チームのトレーニング
アトラスコプコのボリス・カンシーノとボリス・

アルボルノッソが現場で技術的なサポートとト
レーニングをおこなっています。

RT のオペレーターのうち何人かは 2014
年初めスウェーデンで開催されたアトラスコプ
コ工場で 2 週間のトレーニングに参加しまし
た。2015 年 9 月には BenchREMOTE シ
ステムを可動させて3週間のトレーニングコー
ス、さらには 2016 年 3 月に 2 人組作業をメ
インにしたトレーニングがおこなわれました。 

ルイス・ヴィメイスター・シルヴァさんは新し
いリグの操作は初めてというオペレーターの
一人ですが、「慣れるのにほんの少し時間
がかかりましたが、全体的には全く問題あり
ません。新しいリグの不思議なところは、中
にいても騒音が聞こえないのです！」
「リグのコントロール類は大体同じで、違う

ところはカメラのズーム用の装置がいくつか
追加であるくらいで、後はほとんど一緒です。
とても快適な作業環境だと思います。もちろ
ん非常に安全で、これは自分たちにとってみ
たら何よりも素晴らしいことです」

アトラスコプコ チリ　ビジネスラインマネー
ジャーのヴィダル・マーチンはコメントし、「危
険なエリアで想定されるリスクにオペレーター
をさらさず、同時に生産性も向上させるとい
う技術的な解決策をRT に提供しましたが、
このコンセプトは鉱山業界が直面している
課題を乗り越えていく上での鍵でもあります。
RT にとっても非常に重要なことは、この時
流にどう沿っていくかということです」 

アトラスコプコ プロダクトマネージャーのフ
ランシスコ・カンポスはこう締めくくります。
「BenchREMOTE が明かり掘りに大変革を
もたらすでしょう。今日鉱山業界が直面して
いる問題を解決し、もっと多く掘削すること
ができます。」メル鉱山やミネラ カンデラリア
鉱山でもBenchREMOTを導入し、ラドミロ
トミック鉱山と同様な満足を得ていることが、
このことを証明しています。	  

新しい生活に慣れる：特別仕様の
BenchREMOTEモバイルステー
ション内では、アトラスコプコによる
トレーニング実施中

 離れた所から3台のリグを　　
同時にコントロールできるので、

その分生産性が上がるということです。 

RT鉱山マネージャー　ラウル・ガランさん
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アンデスでの　
大転換
 劇的に向上した、 リグ稼働率 

よ り 良 い 方 向 へ の 転 換：
BoomerとSimbaはドリフタの
更新計画がもたらす利益を享受
しています。能です。
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生産性下降の要因究明に取り組んだチリのエル・サウセ銅鉱山は、ドリルリグの稼
働率の低さがその主原因であることを突き止めました。そして次に取った行動は、
業界で”初のできごと“となりました。

ラス・セニサス鉱山グループが所有する
チリのエル・サウセ鉱山は、将来の大

きな利益を目指し、この度ドリフタを全て刷新
しました。これは鉱山業界では初めてのこと
だと考えられています。

チリ共和国の首都サンティアゴの北 170 
㎞に位置するエル・サウセ鉱山では、生産
性の下降が続くという問題に悩まされており、
2014 年半ばには原因を究明するための調査
が開始されました。

数か月後、調査団は問題の原因を突き止
めたと発表しました。ドリフタのサービスメンテ
ナンス不足による、生産用リグの過度のダウ
ンタイムがその原因でした。

この結果、ドリフタの稼働率を最適化する
計画がアトラスコプコの専門家のサポートを
受け開始されました。そしてこの共同事業に
より、全てのドリフタとホースは刷新されること
となりました。

更新計画
アトラスコプコは27台すべてのドリフタを買

い戻し、COP1435、4台とCOP 1838HD+8台
の、計12台の新しいドリフタを納入しました。

さらに、地下のワークショップで新機を取
付け、様 な々現場で十分な性能を発揮できる

よう、技術的なサポートも行ないました。
この交換プログラムとは別に、油圧ホース

の信頼性と供給にも問題があり、ドリフタの性
能に悪影響を与えているとチームは結論を出
しました。油圧ホースは頻繁に交換されてお
り、メンテナンスコストの上昇を招いていまし
た。この結論を受け、全てのホースもアップグ
レードされました。

新しい取り組みにより状況は大きく好転し
ていきました。2014年以前ドリルリグの稼働率
は60％でしたが、現在では90％を達成してい
ます。

エル・サウセ鉱山メンテナンス部門責任者
のラウル・ファラ・エングベルさんによると、生産
性に好結果がはっきりと現れているとのことで

す。 
「以前は、熟練したオペレーターが48孔

をさく孔するのに4分かかっていましたが」と
エングバリさんは言い、「今は、同じオペレー
ターが新しいドリフタを使って、同じ数の孔を
2分半でさく孔しています。1切羽の掘削に2.5
時間しかかかっていないということになり、こ
れは凄いことです」

ドリフタの交換は「嬉しい誤算」ももたらし
ました。COP 1838HD+ は切羽のさく孔用に
開発されましたが、テストの結果、多目的に利
用できることがわかりました。COP 1838HD+
をSimbaロングホールドリルリグに搭載し、同
等の効率で何のミスもなく長孔を掘削してい
ます。

新COP 1435 は2.5mのロックボルト打設に
もパワフルでびくともしなかったということで、
これは交換以前には考えられないことでし
た。

稼働率に焦点を合わせる：ドリフタ
更新計画で状況は一変に好転しま
したイル端末からのアクセスも可
能です。

今は、切羽の掘削に2.5時間　
しかかかっていません。　　　

これは凄いことです。。 

エル・サウセ鉱山　機械エンジニア兼メンテナンス部門責任者　ラウル・ファラ・エングベルさん
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アトラスコプコ  マイニング アンド ロック エ
クスカベーション テクニカルサービスのプロダ
クトマネージャー　イグナシオ・フローレスは、
エル・サウセ鉱山のアップグレードプロジェクト
と、その結果は、鉱山業界にとって画期的な
出来事であったと言います。「ラス・セニサス
鉱山グループが先鞭をつけた今回のような
大規模の刷新プロジェクトは、かつてないこと
です。私たちの知る限りでは前例はありませ
んでしたが、その成果は結果が全て物語っ
ています」

画期的なプロジェクト
エル・サウセ鉱山のアップグレードプロジェ

クトは、メカニカルプランニングという新しい部
門を設立した2013年に始まりました。鉱山経
営陣はこの新しい部門に、コストを削減し生
産性を高めるために従来とは違う方法を考
え出すよう指示しました。

それまで鉱山では10台の生産性リグに対
して、年間最大2台のドリフタを新しくする予
算計画を立てていました。10台のリグは全て
アトラスコプコ製で、Simbaロングホールドリル
リグ4台、ブーマー切羽掘削リグ6台から成り
ます。

メンテナンス部門責任者のラウル・ファラ・エ
ングベルさんはこう説明します、「この条件の
ために、使い過ぎで古くなったリグがたまって
いって、次のメンテナンスサービスまでの推奨
稼働時間を満たすことができず、スペアパー
ツを浪費し、故障や修理もしょっちゅうでした。

結果は、生産性が低いままメンテナンス費用
ばかりかさんでいました」

メンテナンス費用の大半はホースの交換
に使用されていたということです。「油圧ホー
スは200本以上あり、安定して使用できる信
頼性は70％にも満たないので、うちが抱えて
いた問題の大半はここからきていました」 
“COP 1838HD+ドリフタは稼働率を65％

から90％に引き上げることができる”という賭
けをした、とファラさんは付け加えてくれました
が、その通りのことが起こりました。故障の問
題がなくなったので、ホースの交換サイクルも
伸びました。

財政面の実行可能性
ドリフタの交換にあたり、“投資は60か月間

以内に回収できることとする”という1つの条
件がエル・サウセ鉱山にありました。プランが
財政的に実行可能になるよう、アトラスコプコ
の強力なサポートがあったと、ファラさんはこ
こで言葉を強くしました。

「 “支出は時間と共に減少していくが、も
たらす効果は直ぐに実感できる”とアトラスコ
プコが実証し、経営陣に対してプロジェクトを
提示する際に力を貸してくれました。うちの成
功の要因は、アトラスコプコブランドと言うより
も、アトラスコプコの人びとです。プロジェクト
パートナーとして一緒に仕事をつくり上げて行
く意欲に溢れていて、このプロジェクトを双方
に利益のあるウイン-ウイン関係だと考えてく
れています」

プロジェクトはここで終わったわけではあり
ません。さらなる向上を目指し、ドリルリグのみ
でなくScooptram坑内用ローダーについて
も、鉱山ではサービスライフサイクルの情報を
継続的にアトラスコプコと共に収集していま
す。　　　　　　　　　　　　　　　

ウイン-ウインのプロジェクト：エル・サウセ鉱山とアトラスコプコ（左）の合同チームが新しい
ドリフタを調節しているところ。上：アトラスコプコ  プロダクトマネージャーのイグナシオ・
フローレスとエル・サウセ鉱山メンテナンス部門責任者のラウル・ファラ・エングベルさん。

COP 1838HD+の利点
　アトラスコプコCOP 1800 ドリフタの新シリ
ーズCOP 1838HD+ は、過酷な条件、高速
な切羽掘削、生産用に開発されました。耐久性
と信頼性に優れ、推奨サービス間隔を従来に対
して50%延長させることが可能です。
　向上した調節機能を持つ効率的な油圧ダン
ピングシステム、刷新されたドライバーとフロ
ントガイド、シールの改良など数々の特長を備え
ています。
　COP 1838HD+の利点によりメンテナンス
頻度が下がることから、稼働率と安全性が向上
すると共に、運転コストの削減をもたらします。
スペアパーツと修理の必要性も少なくて済むた
め、環境へも好影響を与えます。

>>>>> チリ特集  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
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よりインテリジェンスで、よりパワフルさを兼ね揃えた新型
SmartROC D60は、過酷な掘削条件でも活躍する究極の
製品です。 

穿孔作業が難しい状況で、簡単かつ安全に掘削する確実な方
法は、最新技術を取り入れることです。新型 SmartROCD60

がよい例です。
鉱山や採石場で110-178 ㎜の発破孔を掘削用に設計された、

SmartROC D60 には、最新かつインテリジェントな機能が搭載され
ています。ロッドハンドリングシリンダーと回転モータ内にセンサーが取
付けられたフィードにより、ロッドハンドリングの信頼性が高まり、故障
が少なくなります。

柔軟性もSmartROC D60 の強みのひとつです。堅牢なプラット
フォームにより、生産掘削、トウホールせん孔（横堀り）、水平掘削や
排水掘りを含むあらゆる用途で柔軟に対応します。フィードを水平に
設置できるので、メンテナンスサービスが簡単にできるのです。

リグの自動ロッド継ぎシステムが追加されたので、設定深度に達す
るまで自動でロッドが継ぎ足されます。

さらに、エンジン回転数とコンプレッサの自動制御を備えているの
で、大幅な燃料節約になります。　　　　　　　　　　　　  

SmartROC D60
業界をリードする

アトラスコプコSmartROC D60の現場：インテリジェンスと柔軟性を兼ね揃え
ています（せん孔径110〜178㎜）

より強く、より高い生産性：アトラスコプコ 
新シリーズセコロックPowerbit。

世界各国の条件の厳しい現場で試験を重ねた後、サービスライ
フが向上した新型ドリルビットシリーズが発売されました。

アトラスコプコ製の新型シリーズセコロックPowerbit は強力なス
チールボディなので、研磨作業が減り、サービスライフは延び、ポッ
プアウト（ボタンのとびだし）のリスクが低減しました。

さらに、ボタン形状は、セミバリスティックからTrubbnos に変わり
ました。Trubbnos ボタンにはタングステンカーバイドがより含まれて
いるので、従来のボタンよりも、サービスライフが延び、研磨の頻度
が下がりました。また、せん孔速度を向上させるため、より大きなボ
タンを配置しています。

露天掘り鉱山だけでなく、地下鉱山ベンチング内のすべての岩石
層の掘削用として、Powerbit は設計されています。　　　　　
　　　
XX 新シリーズのセコロックのPowerbitの試験結果はこちら : P25

Powerbit - 研磨間隔が、より長いドリルメーター
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アトラスコプコ サーフェス アンド エクスプロレーション ドリリング部門 グローバルプロダクトマネージャー  マッツ・バーケストル 

明かり掘り業界のテクノロジーは、ここ数
年飛躍的に進歩してきています。かつ

て、明かりの現場と採石場で発破孔を掘削
することは難しい作業でした。

近年では、当社の”スマート“ドリルリグが
自分で孔まで行き、自動で必要な深さと角度
にせん孔していきます。

しかしアトラスコプコの進んだリグが毎日消
費するディーゼル燃料の削減に対応するに
は、しばらく時間がかかりました。 

燃料削減の方策はないかと取り組み始め
たのは 5 年ほど前のことでした。リサーチの
結果に基づき効率良く、活用しやすく、燃料
効率を向上させる、全く新しいプラットフォー
ムが誕生しました。

現在当社のリグは、記録的な数字の燃料
消費量を世界各国で達成しています。これ
はひいては顧客の燃料コストの削減につなが
り、50% に及ぶこともあります。 

上にあるシンプルな計算（表 1）は、燃料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
費の節約がリグの所有者とマネージャーに
とっていかに重要なことであるかを示していま
す。もし燃料消費量を1 時間に 10リッター
節約できたらどうなるかの計算です。

全てにおいて大きな節約
ドリルリグを1台所有している施工業者の

多くは、5年間で10万USドルという大きな節約
ができる可能性があります。5台のリグでは同
じ考えから50万USドル、10台では100万USド
ルにもなります。

では何故これほど燃料効率に優れて
いるのでしょうか？基本的にはパワーとエネ
ルギーの活用の仕方が違うことが挙げら
れます。例えばSmartROCは同じサイズと
型の中でも最も燃料消費が少ないリグで、
1時間あたり平均すると16リッターになり、
掘削1ｍあたりに換算した燃料消費量は
市場でもっとも少ないレベルになっていま
す。これはコンピューターがエンジンをコン

　　　　　　　　　　　　　　　　
　トロールしているためで、どの機能を使用し
ていても必要最低限の燃料のみ使用するよ
うにエンジンは常に最適化されています。負
荷に応じて、エンジンのrpmは絶えず上昇・
下降を繰り返しています。その結果、燃料消
費量が抑えられ、エンジンの寿命も長くなりま
す。

さらには、油圧システムも燃料の節約に貢
献しています。一般的に見られる従来のリグ
では油圧は常にポンプで送られていますが、
アトラスコプコリグの油圧システムは必要な時
のみ油圧オイルを供給するよう設計されてお
り、油圧バルブはパワーを消費する場所の近
くに配置されています。 

このためポンプで送られるオイルの量を
65％削減でき、油圧ホースの数も半分になっ
ています。燃料消費量が減ったということは、
その分排出CO2も下がったということであり、
現場周囲の環境のみでなく、現場の作業環
境にも好影響を与えています。 

 燃料効率
-業界トップの成果を挙げる方法

当社は明かり鉱山と採石場用のリグの燃料効率向上において、
近年大きな進化を遂げました。
この成果は高性能リグのシリーズを生み出し、
現在では燃料コスト50％削減を達成しています。

10リッター/時 x 40時/週  400リッター/週 

50稼働週/年  20 000リッター

5年間の削減量  100 000リッター

平均燃料価格 1米ドル

5年間の節約金額 100 000米ドル

表 1
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オペレーターの貢献
当社の試算によると、節約燃料コスト50％

のうち30％は新しく設計されたリグのプラット
フォームにより可能ですが、残り20％はオペ
レーターの肩にかかっています。何故なら、孔
のフラッシング、くり粉を集めウォーターミストを
使用することは電動で調節可能になってい
るからです。

1 孔のフラッシング この機能は内蔵しているコ
ンプレッサーがおこないますが、燃料の消費
に最も大きな影響を与えます。通常フラッシン
グの際にはエアのスピードが最大になります
が、SmartROCトップハンマーリグですとオペ
レーターがスピードを0～100％の間でコント
ロールすることができます。

その結果オペレーターはエアの供給を“微
調整“することが可能で、くり粉を孔から吹き
飛ばすのに必要最低限なパワーのみ使いま
す。エンジンに過度な負荷がかからず、CO2
の排出量だけでなく燃料の消費量も抑えるこ
とができます。

2  くり粉の収集 燃料を節約するもう一つの革
新的な技術です。くり粉を収集する際にもオ
ペレーターはシステムを微調整することが可
能です。状況に合わせて必要な分の吸引力
だけを使用しますので、エンジン負荷が減少
し、燃料消費量も低く保てます。

3 ウォーターミスト 2と同様、密度に応じてオペ
レーターはシステムを微調整し、最小限の水
のみでくり粉を固めることができます。必要以
上のエンジンパワーを使用しないので、燃料
消費も低減します 。

以上1～3までの作業中には、SmartROC
のスクリーンに実際の燃料消費量が表示さ
れ、オペレーターは簡単に確認することがで
きます。当社で調査したところによると、技術
的には初歩の段階にいるオペレーターでも容
易に最大30％の燃料を節約しています。オペ
レーターが約50％の節約を達成することは可
能であり、多くの企業にとってこの20％は年間
運転コストの大幅な縮小を意味しています。 

確かに、全ての企業が燃料消費量に神
経をとがらせているという訳ではありませ
ん。現地の価格がコストを大きく左右してい
るからです。しかしながら、燃料の節約が
運転コストに好結果をもたらし、長期的に
見て決算書の”純利益“にも良い影響があ
ることを歓迎しない企業はないと確信して
います。　　　　　　　　　　　　

マッツ・バーケストルはアト
ラスコプコ サーフェス アン
ド エクスプロレーション ド
リリング部門のグローバル
マネージャーであり、トップ
ハンマードリルリグ(キャビン
設置型)を担当しています。

燃料コストを常に低く抑え
ることは決して容易なこと
ではありません：アトラスコ
プコの“スマート”ドリルリ
グの最適化されたエンジン
と油圧システムにより、燃
料消費量は最大30％削減
されます。そして、孔のフ
ラッシング、くり粉の収集と
ウォーターミストとの結合
をおこなう機能を調節し、
さらに20％の削減が達成
可能です。
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チェコ共和国で十指に入る施工業者のCBデストルツェ社は、建設業界に掘削発
破業務を提供しています。そして全てはCAREが見守っています。

チェコの掘削発破専門業者の CB デス
トルツェ社は、記録を打ち立てた翌年

の 2016 年に創業開始 25 周年を迎えました。
創立は 1991 年、当初は小規模の採石場で
名声を得ていましたが、その後、道路建設、
高速道路、鉄道、パイプラインの建設用の
原料を生産する大規模鉱山へと事業は拡大
していきました。

2015 年には過去最高の300,000ドリルメー
ターを記録し、新しい SmartROC T40リ
グ 2 台を加え、リグの拡充をおこないまし
た。品質と信頼性という名声に応える企業で
あるべく、リグのラインアップとアトラスコプコ
CARE 契約が同社をバックアップしています。

「CARE 契約は何故重要なのでしょうか？」
というM&Cの質問に対して、CBデストルツェ
社オーナーのヤン・シェボルさんは、「以前は
ROC F9C 用にサービス契約をアトラスコプコ
と結んでいましたが、フルサービスの契約で
した。将来的には内容を変えたいと考えて
いたので、新しくリグを購入する際はより柔軟
なサービスソリューションにしようと決めていま
した。CARE はこれにぴったりでした」

シェボルさんは言葉を続けて、「CARE が
最高の選択だったと納得したのは、アトラス
コプコがリグの手入れをする際のプロフェッ
ショナルなやり方です。以前は自分たちでサー
ビスをしていましたが、その結果はアトラスコ

プコとはほど遠いものでした」

違いを生む
CARE契約の締結後にはダウンタイムが

全くなく、作業は全てスケジュール通りに行わ
れていると同社は言います。「これが、うちが
競合と全く違うところです」

しかし会社にとって最も大切なのは固定
費になっていることだと言います。「CARE契
約に対して毎月固定費を払えば、予想できな
い故障が起きてお客様にも自分たちにも大
変な問題を引き起こすかもしれないと心配す
ることは全くないですから」とシェボルさんは
説明してくれました。「うちではこの費用を掘
削メーターあたりに換算していますので、今
年と来年の計画が立てられます」
「コストを事前に分かっておくことは自分の

ようなオーナーにはとても重要なことです。上
手く計画を立てられれば、より競争力も増しま
すから」 
安心していられることも大きなメリットだと言い
ます。「忙しい時にリグが故障するとお客様
にも自分たちにも深刻なロスになりますが、こ
の心配がなくなりました。CARE契約がある
ので、リグはキチンと管理されていて、必要な
時に予防保全メンテナンスもされていると安
心できます」

チェコ共和国で
CAREが見守る

施工業者誰しもが一番恐れて　
いることは、採石場作業を　　

中断しなくてはいけなくなることです。 

CBデストルツェ社オーナー　ヤン・シェボルさん

仕事に取り掛かる、アトラスコプコ新SmartROC T40: 施工業者CBデストルツェ社はCARE契約を結び、
リグの稼働率の心配から解放されました。



Pearlで輝く栄光のリグ 
SPEEDROC D30 ダウンザホ
ールドリルリグは規格石材採集業

（DSI）に最適な、柔軟性に富
んだリグです。一次切削用に垂
直および水平方向にせん孔でき
るので、ワイヤー切削が可能にな
ります。スキッドステア方式を採
用しているため、トラミングも非
常に安定しています。ロッドラッ
クには2ｍ長のロッドを最大10
本収容可能で、リグのどちら側に
も取り付けることができます。 

DOMINATOR は多用途で
自立した油圧駆動の掘削アク
セサリーで、掘削機への搭載
や垂直孔の掘削に適していま
す。一次切削および掘削ベン
チ準備に使用され、垂直また
は傾斜のある面に対応する油
圧駆動の削岩機2基を装備し
ています。パールミネラル社で
は、DOMINATORによりドリル
スピードが、それぞれの削岩機
につき最大1m/分上昇しまし
た。　また、削岩機は一日あたり
2台で最大1000mの掘削が可
能です。  

ROCK BUGGY は小型で場
所を取らない4輪駆動のトップ
ハンマードリルリグで、垂直掘
削用に設計されました。4輪駆
動、四輪操舵なので、機動性と
柔軟性に優れています。振動す
るリアアクスルにより難しい地
形においてもリグ操作は快適で
す。最長3mのガイドレールで
素早い位置決めができ、アンチ
ジャミング機能が正確で真っ直
ぐな平 行さく孔を可 能にしま
す。

 

SPEEDROC 2F はパールミネ
ラル社が所有するアトラスコプ
コ製品の中で最も新しいリグで
す。リモートコントロールで、垂直
および水平掘削用に2台の油圧
駆動削岩機を搭載しています。
高い生産性をもたらす360°回
転可能な長いリーチのブームは
高速で正確に掘削し、ポジショニ
ングとトラミングにも優れていま
す。11㎡のエリアを720㎥/hの
吸引能力で清浄するダストコレク
ターにより、作業環境も良好に保
たれます。

注釈：記事上の製品カラーは、アトラスコプコ・グループの1つ、ペルフォラ社の旧カラーです。
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「また、メーカーと直接契約しているという
ことは、修理に使われているのは純正部品だ
ということで性能は安心できるし、どこかが壊
れてもっとお金がかかるという心配もないで
す」

以前に部品にかかるコストを下げようとし
てみたが、上手くいかなかったとシェボルさん
はわかりやすく説明してくれました。「自分た
ちのサービスセンターがあるし、技術者もい
るので、サービス作業を自分たちでやってみ
ましたが、品質も信頼性も、CARE契約で保
護されているリグを持っている今とは比較に
ならないレベルでした」

評判を勝ち取る
CARE契約のおかげでCBデストルツェ社

は市場での評価が上がり、新しい契約を勝ち
取ることができたと確信しているとシェボルさん
は言います。 

さらに続けて、「頼りになるということだけで
はありません。採石場にリグがやってきたとき
に、修理から作業を始めるなどとは誰も望んで
いないことです。でも他社では実際に起こって
いることです」 

「施工業者が最も恐れていることは作業の
中断です。これは生産性に直結しますから。
全ては掘削から始まります。ここが時間通りに
いかないと発破も積み込みも何もかも遅れて
しまいます」

「つまり私たちドリラーは最前線にいるので
す。新しいリグとCARE契約のおかげで自分
たちのロスは少なくて済んでいます。作業は計
画通りで、約束を守れています」 　　　　

全ては計画通りに進んでいるか、オペレーターのミラン・
ルケシュさんに確認する、オーナーのヤン・シェボルさん
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これまで地下鉱山の移動式リグはディー
ゼルエンジンに依存していたことから、

排ガスの処理にコストのかかる換気システム
を必要としていました。アトラスコプコの新し
いバッテリ駆動のローダーがあれば、もうそ
の必要はありません。

Scooptram ST7 バッテリは地下鉱山作
業用に開発された、当社初のバッテリ駆動
のリグです。より作業しやすく、きれいで安
全な作業環境をつくります。 電動式ローダー
はこれまでにもありましたが、電力ケーブル
に接続する必要があるため、作業範囲は
大幅に限られていました。

鉱山は深化の一途をたどり、鉱山会社
は作業の管理を求める傾向にある中で、
Scooptram ST7 バッテリが様 な々課題を解

決する答えとなることでしょう。
安全で離れた場所から、複数台のロー

ダーを操作することが可能で、完璧な生産
サイクルを計画し、繰り返しおこなうこともで
きます。 

アトラスコプコ アンダーグラウンド ロック エ
クスカベーション部門マーケティング担当副
社長のラーシュ・センフはこう言います。「地
下鉱山においては、ローダーと坑内トラック
がディーゼル燃料全体の 80％を消費してい
ます。ローダーは切羽で使用されることが多
く、換気の確保は困難です」 

「作業環境と換気にかかるコストに大きな
効果をもたらすために、このタイプの製品と
しては当社初のバッテリ駆動のローダーの
販売を開始する、というのは当然の選択で

した。 
バッテリ駆動リグ開発は新しいバッテリ技

術に支えられ、パワフルで生産性に優れた
ゼロエミッションのリグが誕生しました。　

Scooptram ST7 バッテリは北米で販売
を開始し、その後世界各国で展開していく
予定です。	

>>>>>  技術動向  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

Scooptram ST7バッテリがもたらす、
よりきれいで安全な鉱山作業

ゼロエミッション：
新しいScooptram 
ST7バッテリ

ストックホルム・バイパス施工開始
スウェーデン 最初の進入坑は、ストックホルムの西部周辺
で計画されているバイパストンネル用に、現在建設中
です。

欧州路線E4のこの新しいバイバスは長さ21㎞。そ
の内、18㎞は地下にあります。各方向に3つのレーン
と、2つの別々のトンネル道になります。

チェコの請負業者Subterra社とスロバキアの請負
業者STI社は、主要トンネル工事が11月までに着工で
きるようタイトなスケジュールで取り組んでいます。

Subterraは、2ヶ所のトンネル現場で、2交代制で作
業を行い、Atlas Copco Boomer WE3ドリルリグで吹
き抜け穴を掘削しています。

「これは素晴らしいリグです。Boomer L2とBoomer 
353が好きでしたが、今私は本当に甘やかされていま
す！」と、アトラスコプコのリグを10年以上経験したオペ
レーターのダニエル・リンネルさんは言います。とりわけ、
リグコントロールシステムRCS5の新しいバージョンだ
けでなく、リグのタッチスクリーンディスプレイと2つのジ
ョイスティックが好きだと言います。

新しいルートは建設に10年、約30億ユーロの費用
がかかります。 2035年までに1日あたり約140,000台の
車両がバイパスを使用すると推定されています。

バイパス施工開始：進入坑で稼働中のBoomer WE3
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>>>>>  技術動向  >>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>

M&C フィール
ドテスト

REPORT

世界のドリラー達は新しい
トップハンマーシリーズを評価

アトラスコプコの明かり掘り用トップハンマードリルビット新シリーズ、
セコロックPowerbitは世界各国の硬岩の現場で試験を重ねてきました。
そしてその結果は…
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Powerbitはパイオニア

硬岩の岩盤での広範囲におよぶ試験終了後には、
立ち会っていた掘削施工業者全員でアトラスコプコの
新しい掘削ツール用Powerbitシリーズの評価をおこないます。
代表的な3か所の試験現場 - 米国、スウェーデン、トルコ から
レポートします。

米国USA
ウィリアム A ヘーゼ
ル社はバージニア州
シャンティリーの現場開
発施工業者の最大手

で、50 年以上にわたり先進的なテクノロジー
を取り入れ操業しています。

例えば、キャブレスリグが大半を占めてい
たシャンティリーにあり、キャビン付きドリルリグ
をテストした企業のうちの一社でした。 

トップハンマードリルビット新 Powerbitシ
リーズの市場導入を計画していたアトラスコ
プコに対して、ウィリアムA ヘーゼル社は数

名のオペレーターをアトラスコプコに派遣し、
条件の厳しい現場で新しいビットの試験をお
こなうことを承諾しました。

派遣されたオペレーター達は、ワシントン
D.C. の人口増加を支えるためのビル建築や
インフラ整備プロジェクトに従事しながら、同
時に地域で最も難しい岩盤での試験に臨み
ました。試験には恰好の現場でした。 

「リトラックビットを思い出します」と発破監
督のトム・アッシュボーさんは言います。「リトラッ
クのように縦溝があって、孔から抜き出すとき
もリトラックと同じだけれど、以前にリトラクビッ

トを使ったときは孔が塞がれてしまうので問題
になっていました」 
「Powerbit の座ぐりはいいですね。ビット

の端が幅広になっていて、シャフトの近くもま
たそうなっている。狂いは無いです。孔は
垂直で真っ直ぐだし、特に気に入っているの
は、もちろん外周形状で、ずっと変わらない
です」 

ビットの寿命にわたり同じ外周形状を保つ
ことは、破砕の大きさと発破の全体的な効
率をコントロールするのに欠かせない要素で
す。使用したブースターは直径 70 mm (2 ¾ 
in) で、実際の 89 mm (3 ½ in) 径に対して、
アニュラスはわずか 0.9 mm (3 ⁄ 8 in) 幅でし
た。外周部の摩耗によりせん孔径が小さくな
ると、ブースターが動けなくなり、孔の底部
に固定できなくなる可能性が高まります。ま
た小さい孔ではエマルション爆薬を入れるス
ペースも限られてくる恐れがあります。 
「でもこのビットは作業している間、外周は

変わらず、フラッシングを妨げることもなかっ
たです」とアッシュボーさんは話します。「実
際、全体的には、いつもよりフラッシングが良
くできたくらいです。なので、輝緑岩の岩盤
では今まで使っていたビットよりずっと良かった
と思います」 

4 ～ 5m 深さの発破孔が掘削され、およ

米国試験チーム：左より、アトラスコプコ 地域マネージャー クレイグ・ムーニー、ウィリアムAヘーゼル社 発破監督 トム・
アッシュボーさん、発破監督補佐 リッキー・クラッターバックさん、アトラスコプコ 支社マネージャー ジョン・スィフト
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そ1mの表層土のかぶりは、硬度 275MPa 
（40 000psi）とみなされる輝緑岩の込め物と
して、その場所に残されました。

テスト結果を公平に比較するため、他社大
手メーカーのドリルリグも幅広く使用され、全
てに 89㎜径の Powerbit が装着されました。
全てのせん孔ではアトラスコプコのフィールドエ
ンジニアがビットの摩耗度をチェックしました。

ビットが不具合を引き起こすことはありませ
んでした。最初に交換時期のサインが出た
時に抜き出し、孔の深さを記録し、そのビット
は外され、分析のためスウェーデンにあるアト
ラスコプコセコロックの分析室に送られていき
ました。

試験に参加したオペレーター達によると、
Powerbit は現在使用しているビットと比較し

セコロックPowerbitのデザインがビットの長寿命記録を達成

 アトラスコプコPowerbitの設計プロセスは通常のパターン
とは異なっていました。と言うのも、既存のデザインを基にエ
ンジニアが改良を加え設計していったのではなく、お客様の
声を基に、一から設計とリサーチがおこなわれたからです。 
ビット本体の鋼種とボタンの材質は長寿命と高品質を基本に
決定されました。
　ウィリアム・A・ヘーゼル社はそれまで使用していた競合製
品のビットと同等の価格で、輝緑岩での平均サービスライフ
が少なくとも2倍あるビットを探していました。 
　同社が使用していた球状ボタンビットに比べて、Powerbit
の製品寿命は92％向上していました。また生産性は３倍に上
昇し、365m(1,200ft)以上掘削しましたが、同じ外周を保っ
ていました。試験実施中にビットの不具合は一件も発生しませ
んでした。

ワシントンD.C.の建設現場で、新しいセコロックPowerbitの試験がおこなわれました。現場の地盤は強度

275 Mpaの輝緑岩から軟質層に変化していきましたが、Powerbit はやすやすと掘削していきました。
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ガーペンベルグ鉱山でおこなわれたセコロックPowerbitの試験の結果、せん孔速度は以前とほぼ同じでしたが、ビット
全体の製品寿命は飛躍的に伸びていました。左、バーリ・オック・ビューグテクニク社オペレーターのミーケル・ヴァルデン
さん

て、せん孔速度は同じだが、せん孔距離は
2 ～ 3 倍、場合によっては 4 倍になるようだと
のことでした。試験の最後に、アッシュボー
さんはアトラスコプコがビットを一つ置き忘れて
いったことに気が付きました。それが余分なビッ
トなのか、それとも分析用に送る必要がなかっ
たビットなのかは定かでありませんでした。
「オペレーターがビットを見つけ、余り物だ

と気がついたので、こう思いました。“何だ、
まだ十分に使えるじゃないか。これで掘り続
けてみようじゃないか」とアッシュボーさんは
話します。「オペレーター達が最初にそのビッ
トを持って行った現場はショットロックで覆われ
ていました。かなり砂利だらけでしたが、
Powerbit は順調に掘っていました」それか

ら、雨で水が溢れていた現場の隅の方向を
顎で示し、言葉を続けました。「水の中をこ
のビットで掘ったのですが、全く問題はなかっ
たです」

ウィリアム A ヘーゼ
ベルグ鉱山はスウェーデ
ン中央部に位置し、世
界でも有数の近代的で

生産性に優れた鉱山です。また、世界で最
も古い鉱山の一つでもあり、13 世紀から操業
を続けています。

フル稼働する2016 年には亜鉛、鉛、銅、
銀、金を含む年間 250万トンの原鉱石を産
出する予定です。 

およそ 100万トンの選鉱ずりが選鉱ずり沈
殿池へ送り込まれ、余剰水は毎年、処理場
でろ過されます。このため、ダムの堤高を毎
年1m ずつ上げていく必要があります。 

この工事に使われる資材を確保するため、
近隣の採石場で掘削・発破がおこなわれて
います。新しい Powerbit にとって、この採
石場の岩盤は大変過酷な環境でした。中硬
岩と非常に摩耗性の高い花崗岩はビットの寿
命を250ドリルメーターにまで押し下げてしま

います。
掘削施工業者のバーリ・オック・ビュー

グテクニク AB 社が 12 ㎜または 12.7 ㎜の
Trubbnos 台形チップを配した Powerbit
の試験を開始しました。COP 1840ドリフタ
と T45 MFロッドを装備したアトラスコプコ 
FlexiROC T40トップハンマードリルリグが使
用されました。

試験には現在オペレーターが使用している
12 ㎜セミバリスティックボタンビットとの比較が
おこなわれました。そして、結果は全ての予
想を上回るものでした。

せん孔速度の差は若干でしたが、製品寿
命は 75％長い数字を記録しました。最初に
研磨するまでの間に、より長いドリルメーター
を掘削し、次の研磨までも、より長いドリルメー
ター、さらに次、とビットを廃棄するまでには
非常に長いドリルメーターを掘削していまし
た。
「Powerbitのせん孔速度は同じだったが、

寿命は比較にならないほど長かった」とオペ
レーターのミーケル・ヴァルデンさんは断言し
ました。

このような難しい地盤条件を掘削できた決

スウェーデン

ボリデン社のガーペン
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写真のアトラスコプコSmartROC T35 とFlexiROC T35トップハンマーリグはPowerbitの試験に使用され、
5.5 m深さの発破孔を掘削しました。双方のリグともリトラクデザインで球状のHDチップ（右）を配置した102㎜径
のPowerbit T51を装備しています。

め手は Trubbnos 研削砥石を使用したこと
でした。再研磨し Trubbnos チップの形状
を毎回取り戻すことで研磨の頻度は下がり、
ビット全体の製品寿命は飛躍的に伸びまし
た。

カイマズ金鉱山 には
スキシェヒル県のダムダム
カとトプカヤの露天掘り現
場があります。

ダムダムカはカイマズの東2km、トプカヤは
カラカヤから僅か 530 ｍ南に位置し、一日当
たり合計 15,000 ㎡の鉱石を生産しています。

一般的に、この地域ではリストウェン岩タイ
プの堆積岩と珪化蛇紋石鉱脈が母岩になっ
ています。

鉱化した岩石は摩耗性が高く、モース硬
度 7 に分類される硬岩で、オペレーターには
手ごわい条件ですが、新 Powerbit の試験
にはまさにふさわしい環境です。

ストリップ作業と鉱石生産をおこなって
いるのは鉱山施工業者のウルオバ建設

社で、SmartROC T35 に加えて 3 台の
FlexiROC T35を稼働させています。 

ベンチの高さは10m、ドリルパターンは2.5m
×2.8m～3m×2.8mで、直径102㎜、深さ
2.5mの孔の掘削をおこなっています。

この難しい環境での Powerbit の試験は
1 週間にわたり、合計4,600mが掘削されま
した。

テスト終了にあたり、ドリルマネージャーの
オゥザント・デミールさんは、Powerbit は”
非常に素晴らしかった“と言います。

さらに言葉を続けて、「せん孔速度と製品
寿命は、うちでも本当に重要なことです。試
験結果に現れているように、ドリルメーターも
製品寿命も長くなっていました。効率的な生
産をするためには Pwerbit がベストな選択
です」

打撃時間 1 時間に対してのせん孔速度は
80 ～ 100mを記録し、ビットのサービスライフ
は最高 60％伸びていました。また Powerbit
により生産性も上がり、1シフトあたりに掘削

した距離は 50ドリルメーター長いものでした。
それまでウルオバ建設で使用されていたビット
と比べると、Powerbit はすべての点におい
て勝っていました。　　　　　　　　 

トルコ

カイマズ金鉱山にはエ

新しいセコロックPowerbitの厳しい試験が
終わり、夕暮れを迎えるカイマズ金鉱地。
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インドネシア熱帯諸島を構成する1 万を
超える島しょの中でも、マルク州の離れ

島であるウェタール島を訪れる観光客はほと
んどいないことでしょう。

サンゴ礁に囲まれ、特徴的な山頂が見ら
れるウェタール島の住人は僅か 9000 人。島
への交通手段はボートと本島の数少ない港
からの上陸用舟艇に限られています。 

島の中北部海岸では、鉱山施工業者で
機器レンタル会社の PT マダーニ・タラター・
ヌサンタラ社が資源開発プロジェクトに取り組
んでいます。このウェタール銅プロジェクトで
開発されている銅鉱山の鉱山寿命は 10 年
間と目され、2.4% Cu の高品位の銅を産出し
ています。 

フィンダース・リソース社の子会社 PT バ
チュチュア・テンバガ・ラーヤ社が、このプロ

ジェクトを経営しています。鉱体の新しい断
面に到達するためには、複雑な岩盤の状況
に対応できるパワフルな掘削リグが必要でし
た。

硬い岩、大量のくり粉
鉱山の地質構造は難しく、砂質で摩耗性

が高い岩で、最大密度は 4.2トン/㎥です。
これはオペレーターに取って難題でしたが、
上手く機能し安心して作業を進められるリグ
を選ぶこともプロジェクトには不可欠でした。
くり粉を排出するためにパワフルなエアフラッ
シングができる、有能なトップハンマードリルリ
グを見つけることが優先課題でした。 

「先ず忘れてはいけないのは、これは離
れ島でのプロジェクトだということです。常に
安定して稼働し、安心できるリグが必要です」

と、マダーニ社オペレーション部門部長のトレ
ボー・ホウィーさんは言います。 
「大量のくり粉を排出できるように孔内流

速も重要視していました。PowerROC T50
はこの条件を満たすほど速かったです。
PowerROC T50 の性能も、アトラスコプコの
アフターサービスも満足しています。ウェター
ル島に最適なリグを選んだと良くわかりまし
た」

砂質の岩盤という条件からベンチ高は
6m、最小抵抗線 3.5m に設定され、孔径
102 ㎜の掘削がおこなわれました。難しい環
境に合わせて、2 台の PowerROC T50ドリ
ルリグには T-Wiz 60ドリルロッドを装備した
COP 3060 削岩機が搭載されました。

品位管理に沿う性能
PT バチュチュア・テンバガ・ラーヤ社 土

工事マネージャーのニック・ホルトハウスさん
によると、週 7日11 時間のシフトで 2 台のド
リルリグを稼働させた結果は満足のいくもの
で、特に、鉱山の品位管理プログラムには
十分かなっているとのことです。 
「摩耗性も密度も非常に高い鉱石タイプ

ですが、リグの仕事ぶりは素晴らしいです。
掘削する際に出る大量のくり粉をきれいに引
き上げてくれるのは、質の高いサンプルを得

ウェタール島の”野獣“
熱帯のインドネシアで無敵なパフォーマンスを見せるPowerROC T50トップハンマーリグ

インドネシアの離れ島、ウェタール島で操業している銅鉱山は、
砂質で摩耗性が高い岩という複雑で難しい問題に直面していました。

“野獣”に出会い、高性能掘削へと前進しています。

PowerROC T50は　　　　  
”野獣“のようです。強い。　　　

でもわかりやすい。 

PTマダーニ・タラター・ヌサンタラ社  プロジェクトマネージャーのタウフィク・プリバディさん

ウェタール島

インドネシア
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るためには一番重要なことで、経営上の品
位管理プログラムでも欠かせないことです」

PowerROC T50ドリルリグは毎時 17.5 m
掘削し、平均燃料使用料は毎時21.7リッター 
と、高い生産性と効率性を記録しています。 

PT マダーニ社プロジェクトマネージャーの
タウフィク・プリバディさんはこう話します。「プ
ロジェクトの立ち上げ時にはアトラスコプコ
のサービス技術者が来て、定期的なトラブ
ルシューティングのトレーニングをしてくれまし
た。油圧や電気の回路図の見方も説明して
くれ、PowerROC T50 の構造と機能も解り
ました」

「今では自分たちでトラブルシューティングを
おこなうだけの知識がついていますが、自分
たちの手に負えない場合はアトラスコプコの
サービスチームに連絡すると、直ぐに返事を
もらえます。幸いにも、これまで問題は全く
起こっていません。PowerROC T50 のシス
テムはとてもシンプルで安定していますから」 

PowerROC T50 の正味せん孔速度は最
大 3 m/ 分 に達します。高速フラッシングエ

アにより孔は常にきれいな状態で、この結果、
狂いのない真っ直ぐな孔がせん孔でき、ビッ
トのジャミングの危険性も最小限に抑えられ
ます。 

プロジェクト立ち上げ時期に実際に Power
　ROC T50を操作したドリルトレーナーのティ
ダール・スマルソノさんは、リグの操作におい
ては簡潔明瞭が非常に大事だと断言します。 
「PowerROC T50 は操作しやすいです。

少し説明を聞けば操作ができるほどです。
それにびっくりするほど速いです」と言い、

「何よりありがたいのは、わけのわからない入
り組んだ構造に頭を悩ませなくていいことで
す。機械や電気の接続部分には全部、わ
かりやすい印とラベルがついています」「まっ
たく、”野獣“のようです」とプロジェクトマネー
ジャーのタウフィク・プリバディさんは締めくくっ
てくれました。「強い。でもわかりやすいリグ
です」	

自信に満ちて：左より、トレーナーのティダール・ス
マルソノさん、整備士のフェリー・アイヌル・ワヒブ
さん、アトラスコプコ技術者のアジ・プルワント。
PowerROC T50と共に。



 


